夢見 顔に 咲いて いるの を 見た 時に、 しみじみ あの I 

liave notMng to do with thee という 悲しい 言が 思 い 

出された。 

み こ 

巫女 

ひ はかま み す 

年 をと つた 巫女が 白い 衣に 緋の袴 を はいて 御簾の 

陰に さびし そうに ひとりで すわって いるの を 見た。 そ 

うして 私 もなん となく さびしくな つ た。 

時雨 もよ いの 夕に 春 日の 森で 若い 二人の 巫女に あつ 

た ことがある。 二人とも 十二、 三で やはり 緋の 袴に 白 



い 衣 をき て 白粉 をつ けて いた。 小暗い 杉の 下 かげに は 

落葉 をた く 煙が ほの 白く 上って、 しっとりと 湿った 森 

の 大気 は 木精 の さ さ やき も 聞え そ うな 言 いがたい しず 

けさ を 漂せ た。 そのもの 静かな 森の 路を もの 静かに ゆ 

きちが つた、 若い、 いや 幼い 巫女の 後ろ姿 は どんなに 

か 私に めずらしく 覚えたろう。 私 は ほほえみながら 何 

度 も 後ろ を ふりかえった。 けれども 今、 冷やかな 山懐 

の 気が 肌寒く 迫って くる 社の 片 かげに 寂然と すわ つ て 

いる 老年の 巫女 を 見て は、 そぞろに かなし さ を 覚えず 

に はいられない。 

私 は、 一 生 を 神に ささげた 巫女の 生涯， - のさび しさが、 



なんとなく 私の 心 を ひきつける ような 気がした。 

高原 

裏 見が 滝へ 行った 帰りに、 ひとりで、 高原 を 貫いた、 

日光 街道に 出る 小さな 路を たど つ て 行った。 

むさし の もず ひよ どリ 

武蔵 野で はま だ 百舌鳥が なき、 鵪 がな き、 畑の 

と-つ もろこし 

玉蜀黍の 穂が 出て、 薄 紫の 豆の 花が 葉の かげに ほのめ 

いている が、 ここ はもう さながらの 冬の けしきで、 薄 

い 黄色の 丸 葉が ひらひらつ いている 白樺の 霜柱の 草の 

中に たたずん だのが、 静かと いうより は 寂しい 感じ を 



な 声が 起り そうに 思われる。 

こんな こと を 考えながら 半里 も ある 野路 を 飽かずに 

あるいた。 なんの かわったと ころもな いこの 原の なが 

めが、 どうして 私の 感興 を 引い たかは しらないが、 私 

に は ， J の 高原の、 ， J とに 薄曇り のした 静寂が なんとな 

く うれしかった。 

工場 (以下 足 尾 所見) 

黄色い 硫化水素の 煙が 霧の ように もやもや している。 

その 中に 職工の 姿が 黒く 見える。 すすび た シャツの 胸 



と、 急に ピ ー タ ー • クロポトキンの 「青年よ、 温かき 

心 を もって 現実 を 見よ」 という 言が 思い出された。 な 

ぜ 思い出され たかは しらない。 ただ、 漂浪の 晚年を 口 

ン ドンの 孤客と なって 送って いる、 迫害と 圧迫と を 絶 

えずこう む つ た あの クロポトキンが 温かき 心 を も つ て 

せよ と 教える 心 もち を 思う と 我知らず 胸が 迫って きた- 

そうだ 温かき 心 を もつ てす るの は 私たちの 務め だ。 

私たち はあくまで 態度 をヒ ュ ー マナイ ズ して 人生 を 

見なければ ならぬ。 それが 私たちの 努力で ある。 真 を 

描く という、 それ もけ つこう だ。 しかし、 「形ば かりの 

世界」 を 破って その 中の 真 を 捕えよう とする 時に も必 



たという に 止まり はしないだろう か。 

私 は 年長の 人と 語る ごとに その 人の なつかしい 世な 

れた 風に 少 からず 酔わされる。 文芸の 上ば かりで なく 

温かき 心 を も つ てす ベ て を 見る の はやが て 人格の 上の 

試練であろう。 世 なれた 人の 態度 はま さしく これ だ。 

私 は 世 なれた 人の やさし さ を 慕う。 

私 はこん な こと を 考えながら 古河 橋の ほとりへ 来た。 

そうして 皆と いっしょに 笑いながら 足 尾の 町 を 歩いた。 

雑誌の 編輯 に 急がれて 思うよう にかけ ません。 

宿屋の ランプの 下で 書いた 日記の 抄録に 止めます。 

(明治 四十 四 年 ごろ) 
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